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0. はじめに
　11 世紀から 12 世紀にかけてのインド仏教最後期においてヴィクラマ
シーラ寺院の学頭として活躍した Abhayākaragupta は、顕密両教にわ
たる広範な学識をもって知られ、その多彩な著作群はインド仏教の衰
亡後もネパール・チベットの仏教に多大な影響を及ぼした。彼の著作
のうち、各種マンダラの尊格構成を扱った Niṣpannayogāvalī はその梵
本が B. Bhattacharyya によって夙に公刊され、マンダラ作成儀礼のマ
ニュアル Vajrāvalī や護摩儀礼マニュアル Jyotirmañjarī といった著作
も梵本に基づく研究が行われている 1。これら三種の著名な儀礼手引
書に加え、近年では Buddhakapālatantra の註釈 Abhayapaddhati の梵
本が部分的ではあるが校訂出版されている (Luo 2010)。また、彼の顕
教分野の著作では最重要といってよい Munimatālaṅkāra の梵本も発
見され、近時着々と研究が進められている (李 2012; 加納・李 2012,
2014, 2015; Kano & Li 2014; 横山 2014)。
　Abhayākaragupta の密教分野における主要著作としては、Sampuṭod-
bhavatantra の大註釈 Āmnāyamañjarī を第一に挙げるべきであろう。
それ自体がインド密教の集大成的な性格を持つ Sampuṭodbhava-
＊ 本稿は、科学研究費助成事業(基盤研究(B))「密教思想と他の仏教思想との
関係性〜ヴィクラマシーラ寺院の学僧の著作群を中心に〜」 (課題番号
26284008)による成果の一部である。執筆にあたっては、種村隆元 (大正大
学)・加納和雄（駒沢大学）・倉西憲一（大正大学）諸氏のご協力を得た。記し
て謝意を表したい。
1 梵本で現存する Abhayākaragupta の著作については、Tomabechi & Kano
2008: 22–23 参照。
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tantra に対し Abhayākaragupta がその学識を揮って註釈を施した本書
は、インド密教百科事典と呼んでも過言ではない多彩な内容を誇る。し
かしながら、その梵本は最近までごく僅かな断片としてしか得られてい
なかった(Tomabechi & Kano 2008)。また、チベット発現の完全な梵文
写本の存在は確認されているものの、未だ研究の用には供されておら
ず、本書の研究はもっぱら蔵訳に依拠して行われてきた。しかし、近年
中国で出版された梵蔵合璧写本の影印版は、本書をとりまく資料状況
を一変させた。本稿では、この新出資料を簡単に紹介した上で、現時
点で得られている知見の一端として、テクスト冒頭部の転写を提示し、
さらに Āmnāyamañjarī 所引文献の梵文テクストの一部を抜粋・提示す
る。また、今後の研究の展望についてもいささか触れてみたい。
1. Āmnāyamañjarī の新出梵蔵合璧資料
1.1. 資料の概要
　本稿で取り上げる新出資料は、以下の出版物に含まれる―
Rare and Ancient Tibetan Texts Collected in Tibetan Regions Series     (藏区
民间所藏藏文珍稀文献丛刊［精华版］ /  བོད་་ཡུལ་དམངས་ཁྲོད་ཀྱི་རྩ་ཆེན་དཔེ་རྙིང་་ཕྱོགས་
བསྒྲིགས་). 3 volumes. 123mm×430mm. Compiled by Institute of the Collection
and Preservation of Ancient Tibetan Texts of Sichuan Province (四川省藏文
古籍捜集保护编务院 ).  Published  by  Chengdu:  Sichuan  Nationalities
Publishing House (四川民族出版社) / Beijing: Guangming Daily Press (光明
日报出版社), October 2015. ISBN 978-7-5409-5974-6.
これは以下の 3 巻 1 帙の写本カラー影印版(図版 1)からなってお
り、その第１巻に Āmnāyamañjarī 梵蔵合璧写本が複製されてい
る。
1. 喜金刚吉祥正加行续王之注解　班智达晋麦迥列贝巴著  དཔལ་ཡང་དག་པར་
སྦྱོར་བའི་རྒྱུད་ཀྱི་རྒྱལ་པོའི་རྒྱ་ཆེར་འགྲེལ་པ། པཎྜི་ཏ་འཇིགས་མེད་འབྱུང་གནས་སྦས་པས་མཛད། (XXI + 892 pp.)
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2. 噶举巴诸尊者道歌集　玛尓巴大译帅等著 བཀའ་བརྒྱུད་་རིན་པོ་ཆེའི་མགུར་མཚོ། མར་པ་ལོ་
ཙ་བ་སོགས་ཀྱིས་མཛད། (V + 748 pp.)
3. 三律仪之经义善说　布康巴將杨仁青降参著 སྡོམ་པ་གསུམ་གགྱི་གཞུང་ལུགས་ལེགས་པར་
བཤད་པ། སྤོས་ཁང་པ་འཇམ་དབྱངས་རིན་ཆེན་རྒྱལ་མཚན་གགྱིས་མཛད། (V + 427 pp.)
第 1 巻の中国語表題を一見しただけでは、これが Āmnāyamañjarī
であることを即座に認識するのはやや困難であり、むしろ Heva-
jratantra 関連の加行(prayoga)論を思わせる。加えて、出版物の外
題・巻の表題にも梵蔵バイリンガルの写本であることを示すもの
がないこともあってか、2015 年の発行にもかかわらず、ごく最
近まで研究者に注目された形跡はない。
　第 1巻は、本出版物 3巻全体の収録文献および第 1巻所収 Āmnā-
yamañjarī の章構成を記す「目録」(pp. III–VII)、チベット語・中国語・英
語の「འགོ་རྗོད་ / 前言 / Preface」(pp. IX–XXI)につづいて Āmnāyamañjarī
の梵蔵合璧写本を掲載する(pp. 3–892; pp. 1–2 はカバーページ)。残
念ながら「前言」には、この写本の由来・所在に関する情報は一切明か
されておらず、フォリオのサイズや紙質等、原写本の物理的特徴も全く
記載されていない。これは、本出版物の極めて華美な装幀と併せて考
えるならば、学術研究資料というよりはむしろ一種の観賞用美術品とし
て位置づけられたためではないかと思われる。また、外題にある「民间
所藏」が示すとおり本写本はプライベートコレクションからの収録である
が、このことに起因するデリケートな諸事情も情報不足の一因かと考え
られる。
　影印版から見てとれる限りにおいて、本写本の特徴を記すと以
下のとおりとなる―
• 通常の横長 dPe cha 形式の紙写本であり、テクスト書写領域は赤色
の二重線枠で囲われる。料紙の色はクリーム色に近い淡褐色で、保
存状態は良好である。
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• 写本葉番号は、蔵文写本の慣例に従い、各葉表側(recto)のテクスト
書写領域外側左手に速記体 dBu med 字で記される。写本最終葉に
は 444 の番号が振られているが、Folio 38, 197 がそれぞれ上(goṅ
ma)・下(’og ma)の 2 枚ずつあるため、実際の葉数は 446 となる。た
だし、Folio 61 が欠損しているため2、現存葉数は 445 である。
• テクストは、Folio 1r、1v、444r を除き、1 面あたり梵文 3 行・蔵文
3 行の計 6 行で記される。梵文は奇数行、蔵文は偶数行に書写され
ている(図版 2)。1r には 2 行でタイトルが、1v、444r には 4 行でテ
クストが書写されている。最終葉裏面(444v)は空白となっている。
• Folio 1r には、縦横中央揃えで梵文タイトル(1r1)および蔵文タイト
ル (1r2)が記される。梵文タイトルは、黒字で āmnāyamañjaryā(!)
nāma śrīsaṃpuṭatantrarājaṭīkāyāṃ として処格語尾を伴う形で記される
が、これは各章の尾題に現れるタイトルをそのままコピーしたため
であろう。蔵文タイトルは固有名詞部分と末尾を赤字、それ以外を
黒字で記される (下線部赤字 : dpal  yaṅ dag par sbyor ba’i rgyud kyi
rgyal po’i rgya cher ’grel pa man ṅag gi sñe ma źes bya ba bźugs so |)。
• 見開き第 1 面(1v)左右両端にはそれぞれ、カトヴァーンガを左腕に
抱えカパーラとカルトリ刀を持つ赤色の女尊と、髭を生やし右手で
説法の相を示す学僧の細密画が描かれ、それぞれの下部に“rdo rje
btsun mo la na maḥ” “、 slob dpon a bha ya la na maḥ”の帰敬文が dBu can
体チベット字で記される(図版 2)。
• 梵文テクストの書体は、Hook-topped Nepalese と通称されるネパー
ル文字である。テクストはすべて黒字で書写されている。一方、蔵
文は dPe tshugs と呼ばれるタイプの dBu med 体で記され、地の文は
黒字、註釈対象となる Sampuṭodbhavatantra の文言は赤字で記され
る。梵文・蔵文のいずれも熟練した丁寧な手跡である。テクストの
配置状態から判断すれば、まずはじめに蔵文が筆写され、それに揃
えるかたちで梵文が書かれたものと考えられる。
• 梵文テクストの書体から判断する限り、写本の書写年代は 14–15 世
紀ごろと考えられる。ただし、筆写者が古い写本の書体を忠実に真
2 欠損部分は、蔵訳 (D. 1198) 22r3–7 に相当する。
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似た可能性も否定できないため、実際の年代はそれより下ることも
考えられる3。
• 梵文・蔵文のいずれにおいても、引用の導入句 (tathā coktaṃ, yad
uktaṃ, uktaṃ ca dvikalpe など)は赤色のインクでマークされている。
引用文自体は黄色のインクでマークされる。Abhayākaragupta が引
用文の典拠を明示していない箇所では、dBu med 体チベット字の割
り注(赤字)で典拠を示している場合がある。その例として図版 3 に
挙げたケースでは、割り注で出典が Dignāga の Prajñāpāramitā-
piṇḍārtha (brGyad stoṅ don bsdus)であることが追記されている。
• 註釈対象である Sampuṭodbhavatantra は 10 の章 (Kalpa) からなり、
各章は 4 の節 (Prakaraṇa) で構成される。これに従い、Āmnāyamañ-
jarī は全体で 4 × 10 = 40 の章(通し番号で数えられる)からなるが、
本写本はその第 17 章までを収録する。蔵訳と比較すると、これは
全テクスト分量のほぼ半分にあたることがわかる。このことと、写
本最終葉にわざわざ空白を設けていることとを考え合わせると、本
来この写本は 2 巻本として筆写された可能性が高いが、第 2 巻の所
在はいまのところ不明である。
• 章と写本葉番号との対応は次のとおりである―
I. 1v1–63r6 (pp. 4–126); II. 63v1–103r2 (pp. 127–207); III. 103r1–129r2
(pp. 207–259); IV. 129r1–172v6 (pp. 259–346); V. 172v5–214r4 (pp. 346–
431);  VI. 214r5–241r2 (pp. 431–485);  VII. 241r3–265r4 (pp. 485–533);
VIII. 241r3–273r2 (pp.  533–549);  IX. 273r1–286v4 (pp.  549–576);  X.
286v3–296r6 (pp. 576–595); XI. 296v1–308r4 (pp. 596–619); XII. 308r3–
413r2  (pp.  619–829);  XIII. 413r1–420r4  (pp.  829–843);  XIV. 420r3–
423r6  (pp.  843–849);  XV. 423r5–425v6  (pp.  849–854);  XVI. 426r1–
426v6 (pp. 855–856); XVII. 426v5–444r4 (pp. 856–891)
3 本写本に使用される書体は、1457 年の奥書をもつケンブリッジ大学所蔵 Add. 
1708.1 (Vilāsavajra 作 Nāmamantrārthāvalokinī)のものに近い。写本画像は
https://cudl.lib.cam.ac.uk/view/MS-ADD-01708-00001/1 で参照できる。
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1.2. Āmnāyamañjarī冒頭部梵文テクスト
　参考のため、以下に帰敬・造論の趣意・各章要義を含む写本冒
頭部 1v3–7r1 のテクスト転写を挙げる。テクスト修正は必要最小
限にとどめ、repha に続く子音の重複や-ttva- > -tva-表記など写本
の綴り、連声・句読は原則として保存する。転写にあたっては、
以下の記号を使用する（これらの記号は、本稿第 2節でも同様に
使用する）4。
‹ › 写本で補われている文字
 ｛ ｝ 写本で削除されている文字
* virāma
[ ] 割り注
« » 筆者による補い
Ms manuscript
em. emendation
[帰敬]
(1v3)  namo  bhagavate  śrīvajrasatvāya  |  nama  āryāvalokite(2r1)śvarāya
mahākāruṇikāya ||
mūrttir vajravilāsinībahalitānandādvayī janminām 
antarjyotir udañcayanty api tamastomāsta(2r3)kṛnnirmitaiḥ |
yasyorjan nijaniṣprapañcaparamaprajñākṛpāsaṃpuṭaḥ 
kuryād vaḥa kuliśeśvara«ḥ» sa vila(2r5)sallakṣmīmahimno bhuvaṃ ||
a kuryād vaḥ em. ] kuryādaḥ Ms;
prāyo ’smi tena nāthenādhiṣṭhito māṃ hi tadgiraḥ 
svam arthaṃ kathayanty uccair ddaridram iva mātaraḥ || 
(2v1) api ca svapnadṛṣṭānāṃ preraṇād vajrayoṣitāṃ |
udghāṭayāmi satvārthaṃ ratnānām iva saṃpuṭaṃ ||
kiñ ca samyaggurūdbhinnāmnāya(2v3)kalpadrumañjarīṃ |
ropayāmi jagattṛptyai phalasatrair nnirarggalaiḥ ||
4 ここで提示するテクスト転写は、加納和雄氏によって準備されたものをベース
とし、Harunaga Isaacson 氏のご意見を参考に筆者が修正を施したものである。
両氏に感謝するとともに、誤り・不備等についての責任はすべて本稿筆者にあ
ることを記して置く。
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[造論の趣意]
iha khalv abhidheyādiśrutim vinā prāyaḥ (2v5) satāṃ śrutādau na pravṛttir
ity  abhidheyādikaṃ  saṃgītikṛt*  sāmarthyād  ākṣipann  āha  |  evam  mayā
śrutam ityādi 
iha (3r1) hi daśakalpātmakaṃ śrīsaṃpuṭatantram abhidhānaṃ tasya phala-
tantrātmā bhagavān* vajrasattvo deśako ’bhidheyaś ca tatsākṣātkriyāhetu-
ta(3r3)yā  hetutantram upāyatantrañ  cābhidheyaṃ |  evañ  ca  deśyadeśaka-
sambandho  ’bhidhānābhidheyasambandho  hetuphalasambandhaś  coktaḥ  |
(3r5)  vineyānāñ  ca  śrīsaṃpuṭārthapratipatti«ḥ»  prayojanaṃ  |  vajropama-
‹ma›hāsukhaikarasā  sakalajagadupakāriṇī  phalavajradharasvarūpamahā-
mudrāsiddhiḥ (3v1) prayojanaprayojanam ity  ākṣiptaṃ |  tad evaṃ [rnam
bshad rigs par]
prayojanaṃ sapiṇḍārthaṃ sapadārthānusandhikaṃ |
sacodyaparihārañ ca vācyaṃ sūtrārtha(3v3)vācibhir 
iti nyāyād uktaṃ prayojanaṃ |
piṇḍārthādayo vācyāḥ | 
[第 1–4 章(Sampuṭodbhavatantra 第１ Kalpa)要義]
tatra  prathame  prakaraṇe  kramadvayam  utpattyutpannakramātmakam
uddiṣṭaṃ | (3v5) dvitīye hetutantram utpannakrama eva nirddiṣṭaḥ | tṛtīya-
caturthābhyām utpannakrama eva pratinirddeśenābhidyotitaḥ |
[第 5–12 章 (第 2・第 3 Kalpa)要義]
etac  ca  kramadvayam  abhiṣikta(4r1)syaiva  deśanīyam  abhyasanīyañ  ceti
kramadvayāṅgam abhiṣeko vipañcitaḥ | pañcame prāptasaṃvṛtiparamārthā-
bhiṣekasya mahāvajradharatvaprāptu(4r3)kāmasyādhimātrendriyasya mahā-
mudrāsiddheḥ  sākṣādupāyasya  mudrāyogasya  sākṣādupāyotpannakrama-
bhāvanaiva niṣṭhatāa ṣaṣṭhe | mṛdumadhyendriyābhyān tūtpannakrama (4r5)
utpattikramakramākramabhāvanāpūrvako  bhāvanīya  ity  utpannakramasya
sākṣādupāyotpattikramabhāvanā’virbhāvitā  saptame  «’»ṣṭame  navame
daśama ekā(4v1)daśe dvādaśe ca |
a niṣṭhatā em. ] niṣṭhātā Ms
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[第 13–16 章 (第 4 Kalpa)要義]
evam  ubhayakramabhāvakasya  yoginaḥ  prāthamikasyābhimatasampāda-
nārthaṃ  sannihitayoginīnāṃ  saṃketaparijñāyopāyāṅgā(nā)ṃ  vā«k»-
(4v3)cchommādaya uktās trayodaśe caturdaśe pañcadaśe ṣoḍaśe ca |
[第 17–20 章 (第 5 Kalpa)要義]
viditasaṃketānugrahārthaṃ milanasthānaṃ pīṭhādikam uktaṃ saptadaśe  |
tatra militasyā(4v5)nyasya vā kramadvayabhāvanayopāyāṅgasya viśuddha-
syaiva viṣayasyopabhogārthaṃ kramadvayaṃ skandhādiviśuddhiś ca spaṣṭī-
kṛtāṣṭādaśea | evaṃvidhasyāpi (5r1) vinā caryayā «na» mahāmudrāsiddhir iti
samantabhadracaryā prakāśitā ūnaviṅśatitame viṅśatitame ca |
a °āṣṭādaśe em. ] °āṣṭadaśe Ms
[第 21–24 章 (第 6 Kalpa)要義]
tadanu tṛtīyaprakaraṇoktotpannakramo (5r3)  nāḍīsthānaviśeṣavyavasthā ca
susthāpitā ekaviṅśatitame dvāviṅśatitame ca | utpannakramasyetthaṃbhāva-
nārthaṃ  bahirmaṇḍalahomādi(5r5)grahavañcanāvimocanāya  utpannaakra-
mamaṇḍalahomapūjādi«r» nirddiṣṭas trayoviṃśe catu«r»viṃśe ca |
a utpanna° em. ] trotpanna° Ms
[第 25–28 章 (第 7 Kalpa)要義]
prāguktacchommāś ca(5v1)tasro dṛṣṭayaḥ karmaprasaraś  copāyāṅgatvāt* |
prapañcitāḥa pañcaviṃśe ṣaḍviṃśatitame saptaviṃśatitame ’ṣṭaviṃśe ca |
a prapañcitāḥ em. ] prapañcita Ms
[第 29–32 章 (第 8 Kalpa)要義]
ūnatriṃśattame  tu  vajravajra(gha)ṇṭāsvarūpaṃ  nirūpitaṃ  (5v3)  triṃśe
«’»kṣasūtrādikam  utkrāntir  ekatriṃśe  |  dvātriṃśe  mantrā  upāyāṅgatvena
samutthitāḥ |
[第 33–36 章 (第 9 Kalpa)要義]
trayastriṃśattame  tūtpanna(5v5)maṇḍalabhāvanayā  mahāmudrātmakasya
jātibodhidharmacakrapravarttanādivikurvaṇair utpattir uddiṣṭāa| vighnopaśa-
mādyartha(6r1)m  upāyāṅgam  balir  varṇṇitaśb catustriṃśe  |  upāyāṅgaṃ
paṭapustake pañcatriṃśattame | pūrvoktapīṭhādiṣu gaṇamelake (6r3) yogino
vādyādir udīritaḥ ṣaṭ*triṃśec |
a uddiṣṭā em. ] uddiṣṭāḥ Ms; b varṇitaś em. ] varṇṇata Ms; c ṣaṭtriṃśe em. ] ṣaṭtriṃśa
Ms
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[第 37–40 章 (第 10 Kalpa)要義]
evaṃ  pravṛttasyāvirataṃ  bhāvayato  bāhyamudrām  vinā  na  mahāmudrā-
siddhi(6r5)r iti mahāmudrāsiddheḥ sākṣādupāyaḥ kulavilāsinīsevā niyamitā
saptatriṅśattame  |  evaṃ  mahāmudrāsiddhisamaye  niruttara(6v1)satkriyā
yogīndracūḍāmaṇera nniṣṭaṅkitāṣṭatriṃśe  |  asyaiva  svārthasampattimato
bhagavataḥ  svarūpaviśeṣo  māyāvikurvitaṃ  (6v3)  coddiṣṭaṃ  trayastriṃśe
nirdiṣṭam  ūnacatvāriṃśe  |  ete  svaparārthasampattī  phalatantraṃ  |  sarvaś
caiṣa  parapuruṣārthaḥ  samunmūlitabsakalakalpanājālā(6v5)nuttaraprajño-
pāyabhāvanayā samayasevāṃ vinā na saṃpadyata iti samayasevā’virbhāvitā
catvāriṃśattame | 
a °maṇer em. ] °maṇir Ms ; b samunmūlita° em. ] samunmūlitaḥ Ms
iti  piṇḍārthena sarvasyaiva tantrārtha(7r1)syotkarṣadarśanārtha«ṃ» tantra-
sambandham ākhyāya vyākhyātuḥ śrottṝṇāñ sukhena vyākhyāyai grahaṇāya
ca saṃkṣepeṇābhihitārthasya padārthavyākhyānādikaṃ (7r3) yathāvasaram
abhidhīyate | 
　
2. Āmnāyamañjarī 第 1–4 章所引文献梵文テクスト
　以下に、抜粋・提示するのは、 Āmnāyamañjarī 第 1–4 章(写本 1v1–
172v6; Sampuṭodbhavatantra 第 1 Kalpa相当部分)に引用される文献
の梵文テクストである。ここでは引用文献を、大乗経典・密教経典・大
乗論書・密教論書・その他のジャンルに分け、文献タイトルのアルファ
ベット順に配列している。一見してわかるように、引用される文献は極
めて多岐にわたっており、テクスト中で出典が明示されているもの、お
よび筆者が同定しえたもの合わせて 42 種にのぼる。引用のかなりの部
分を Hevajratantra および Guhyasamāja続タントラが占めるが、これ以
外のものの中には注目に値する引用が少なからずある。そのなかで
も、『大日経』具縁品からの引用や、『理趣広経』からの 1偈が「大楽金
剛秘密儀軌王」の名で引かれている箇所などはとりわけ注意を惹く。ま
た大乗論書では、Nāgārjuna に帰せられる Bodhicittavivaraṇa が 6偈
引用されたり、Asaṅga の Mahāyānasaṃgraha からの 1偈が見いだせる
ことなども、本資料の重要性の一端を示すものといえる。これら多彩な
引用文献の分析は、今後本書を研究するに際して重要な課題の一つ
となるであろう。
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　引用の抜粋にあたっては、すでに梵文が知られているものであっても
異読資料としての価値を考慮し、省略せずに提示した。ただし、Abha-
yākaragupta が Sampuṭodbhavatantra の他の箇所に言及・引用する箇
所は除外している。出典となる文献が梵蔵の校訂本として公刊されて
いる場合は、それら校訂本中での所在を記し、それ以外の場合はチ
ベット大蔵経デルゲ版(D.)での位置を記した。また、写本中、引用の出
典が割り注で追記されている場合には、[ ]内に割り注のテクストを提示
した。なお、現段階で出典が同定できていない引用がいくつかあるが、
それらについては諸賢のご教示を仰ぎたい。
2.1.大乗経典
Avikalpapraveśadhāraṇī
(118v3) tathā coktam Avikalpapraveśāyāṃ dhāraṇyāṃ |
avikalpāśayo bhūtvā saddharme ’smin jinātmajaḥ |
vikalpadurggaṃ vyatītya (118v5) kramā«n» niṣkalpam āpnute |
praśāntam acalaṃ śreṣṭhaṃ vaśavarti samāsamaṃ |
nirvikalpasukhan tasmād bodhisatvo «’dhi»gacchatīti |
= Avikalpapraveśadhāraṇī [16] vv.1–2 (松田 1996: 99)
Pañcaviṃśatisāhasrikā Prajñāpāramitā
(85v3) tathā coktaṃ Pañcaviṃśatisāhasrikāyāṃa | bodhipakṣadharmeṣu 
sthita eva«ṃ» jānāti parijayasyāyaṃ kālaḥ sākṣātkriyāyā ityādi |
a °sāhasrikāyāṃ em. ] °sahasrikāyāṃ Ms
= Pañcaviṃśatisāhasrikā (Kimura 1990: 193)
* * *
(86r1) yathoktaṃ tatraiva sūtre | (86r3) kathaṃ bhagavan paramārthataḥ
smṛtyupasthānādīni | āha | yena mañjuśrīḥ kāya ākāśasamo dṛṣṭa idaṃ
kāye  kāyānupaśyanā  (86r5)  smṛtyupasthānaṃ  |  yena  vedanāa cittaṃ
kuśalākuśalādidharmāś ca nopalabdhāḥ |  yāvad evaṃ mañjuśrīḥ para-
10
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mārthata«ś»  catvāri  smṛtyupasthānāni  draṣṭavyāni  |  (86v1)  yāvat  yaḥ
prakṛtisamāpannān prakṛtivikṣiptān sarvadharmān paśyaty ārambaṇānu-
palabdhitvād ayaṃ samyak(86v3)samādhiḥ | yaḥ kaścit mañjuśrīr evaṃ
smṛtyupasthānāni yāvad āryāṣṭāṅgamārga«ṃ» samanupaśyati tam aham
uttīrṇṇapāragam iti vadāmi (86v5) yāvat sarvākāravaropetasarvajñajñā-
nam abhisamboddhukāmena eṣu dharmeṣv adhimuktiḥ kāryeti |
a vedanā em. ] vedanadā Ms
出典未確定5
Buddhabhūmisūtra
(151r1) yathoktaṃ Buddhabhūmisūtre | dharmadhātuviśuddhau (151r3)
miśropamiśra ekarasakāryo jñānasambhoga iti |
= D. 275, 43r3–4
Mañjuśrīparipṛcchā
(84v3)  yathoktaṃ  Āryamañjuśrīparipṛcchāṛddhiprātihāryamahāyāna-
sūtre |  (84v5)  bhaviṣyanti  mañjuśrīr  anāgate  ’dhvani  bhikṣavas  te
’śubhataḥ kāye kāyānudarśanaṃ smṛtyupasthānaṃ nirddekṣyanti yāvat |
ayam eva (85r1) paramārtha iti |
出典未確定6
Ratnakūṭa (Kāśyapaparivarta)
(33r3) yathoktama Ārya(33r5)ratnakūṭe  cittaṃ hi kāśyapa parigaveṣya-
māṇaṃ  labhyate  |  yal  labhyate  tan  nopalabhyate  yat  nopalabhyate
tannaivātītaṃ  nānāgataṃ  (33v1)  na  pratyutpannaṃ  |  tatb tryadhvaṃ
samatikrāntaṃ tan naivāsti  na nāsti yan naivāsti na nāsti tad ajātaṃ |
(33v3) yad ajātaṃ tasya nāsti svabhāvaḥ | yasya nāsti svabhāvas tasya
nāsty utpādaḥ | yasya nāsty utpādas tasya nāsti nirodhaḥ | yasya nāsti
nirodhas tasya nāsti vigamaḥ | avigatasya (33v5) na gatir nāgati«r» na
cyutir  nopapattiḥ |  yatra na gatir nāgatir na cyutir  nopapattis tatra na
5 この引用は、直前の Pañcaviṃśatisāhasrikā を受けて「同じ経に(tatraiva sū-
tre)」の形で導入されるが、Pañcaviṃśatisāhasrikā ではこの箇所のように文殊
が請問者となる場面はないため、実際には別の経典からの引用と考えられる。
6　 同一の引用は、Munimatālaṅkāra (D. 3903) 185r2 にも確認される。
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kecit  saṃskārā  yatra  na  kecit  saṃskārās  tad  a(34r1)saṃskṛtaṃ  yad
asaṃskṛtaṃ tad āryāṇā«ṃ» gotram iti vistaraḥ | (A)
ata eva yad uktam atraiva nityamc iti kāśyapāyam eko ’ntaḥ | anityam iti
(34r3) dvitīyo ’ntaḥ | tathā’stīti kāśyapāyam eko ’nta«ḥ» | nāstīti dvitīyo
’ntaḥ | yad anayor antayor madhyam arūpyam anidarśanam apratiṣṭham
anābhāsam  a(34r5)vijñaptikam  aniketam  iyam  ucyate  madhyamā
pratipad dharmāṇāṃ bhūtapra‹tya›vekṣeti | (B)
a yathoktam em. ] yathoktaṃm Ms; b tat em. ] tan Ms; c atraiva nityam em. ] atraivā-
nityam Ms
(A)  =  Kāśyapaparivarta §102 (Staël-Holstein 1926: 149);  (B)  = §56
(ibid., 86)
* * *
(139v5) Ratnakūṭasūtre coktaṃ | tadyathā kāśyapa śālikṣetreṣu saṃkara-
kūṭaa upakārībhavati  |  (140r1)  evaṃ  bodhisatvasya  kleśā  upakārī-
bhavanti | (A)
tadyathā kāśyapa mantrauṣadhiparigṛhītaṃ viṣaṃ na vinipātayati | evaṃ
prajñopāyasamanvito (140r3) bodhisatvaḥ kleśair na vinipātyata iti | (B)
a °saṃkarakūṭa em. ] °samkārakūṭa Ms
(A) = Kāśyapaparivarta §49 (Staël-Holstein 1926: 79); (B) = §48 (ibid.,
78)
Laṅkāvatārasūtra (?)
(116v1) dṛśyate na ca tatrāsti tathā bhāveṣua bhāvatetyādinā sūtrā-
diṣu bahuśaḥ prakāśita(116v3)m iti bhāvaḥ |
a bhāveṣu em. ] bhaveṣu Ms
Cf. Laṅkāvatārasūtra 10.709c, 10.95d (Vaidya 1963: 154)7
7 この引用は、 Laṅkāvatārasūtra に見られる形とは一部相違する。一
方、Kamalaśīla の Bhāvanākrama初編には、Abhayākaragupta が伝えるも
のとほぼ一致する偈が Laṅkāvatāra として引用されている (Tucci 1956:
204)。
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Śatasāhasrikā Prajñāpāramitā
(85v1) yad uktaṃ Bhagavatyāṃ Śatasāhasrikāyāṃ | smṛtyupasthā«nā»-
nupalabdhitām upādāyetyādi |
出典未確定
Satyadvayanirdeśasūtra
(36v5) yathoktaṃ Satyadvayanirdeśasūtre | (37r1) yāvat sarvākāravaro-
petasarvajñajñānaviṣayātikrāntaṃ devaputra paramārthaṃ satyam iti |
= D. 179, 247r5;
Sāgaranāgarājaparipṛcchā
(35v1) Āryasāgaranāgarājaparipṛcchāyāñ coktaṃ |
pūrvāntaśūnyā a«pa»rāntaśūnyā
utpā«da»bhaṅgasthitibhāvaśūnyāḥ |
naivehaa bhāvo ’sti na cāpy abhāvaḥ
(35v3) śūnyāḥ svabhāvena hi sarvadharmā  iti |
a naiveha em. ] naivai Ms
= D. 153, 192a3–4; 
2.2.密教経典
Acalakalpa (*Āryācalakrodharājasya sarvatathāgatasya balāparimita-
vīravinayasvākhyāto nāma kalpa)
(158v1) tathā cĀcalakalpe |
bodhicittaṃ sthiraṃ kṛtvā mantrasiddhir udāhṛtā |
anyathā (158v3) viphalaṃ sarvaṃ mantrasiddhividhikriyāḥ | (A)
sarvabhāvāḥ samāsena niḥsvabhāvatvacintanāt |
labhyate bodhicittam vai nānyathā kevalaṃ bhaved iti | (B)
(A)  = D. 495, 267v5; (B) = 267v6–7
Advayasamatāvijayatantra 
(11v3) tathā cāhĀdvayasamatāvijayatantre |
13
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bhago hi bhagavān buddhas tena rāgo na duṣyatīti |
出典未確定8
Guhyasamājatantra
(56v5) Samāje ca trivajrābhedyasvarūpaṃ vya(57r1)vasthāpitaṃ |
utpādayantu bhavantaśa cittaṃ kāyākāreṇetyādinā |
a bhavantaś em. ] bhavantuś Ms
= Guhyasamājatantra ch. 2 (Matsunaga 1978: 9)
Guhyendutilaka etc.
(139r5) ata evoktaṃ Guhyendutilakā(139v1)ditantreṣu |
nāsti kiñcid akartavyaṃ prajñopāyena cetasā | 
nirviśaṅkaḥ sadā bhūtvā bhu«ṅ»kṣva tvaṃ kāmapañcakaṃ || (A)
bodhicittaṃ dṛḍha«ṃ» yasya (139v3) niḥsaṅgā ca matir bhavet |
vicikitsā na kartavyā tasyedaṃ sidhyate dhruvaṃ | (B)
tatvaṃ vijñāya yatnena yo «’»dhimuktiṃ niṣevate |
sa sidhya(139v5)ty anyathā tasya mahānirayapātanam iti || (C)
(A) = D. 477, 271r4–5; (B, C)  出典未確定9
8 この偈は、Advayasamatāvijaya蔵訳(D. 452)・梵本(Fan 2011)いずれにも対応
を見いだせない。その一方で、同一の偈が*Jinadatta (rGyal bas byin) 作
Guhyasamājatantrapañjikā  (D.  1847) 150r7–v1 に 、 や は り  Advayasamatā-
vijaya よりとして引用されている: de yaṅ gsuṅs pa | gñis su med par mñam par
rnam par rgyal ba las | bha ga bcom ldan saṅs rgyas te || des na ’dod chags sun
mi dbyuṅ || gaṅ gźan dam tshig gsum po rnams || de ñid ’di’i naṅ du ’dus || źes
so || 。同偈は 他 に も 、 *Vimalagupta  (Dri  med sbas pa) 作 Śriguhyasamā-
jālaṅkāra (D. 1848) 6r3–4 に Advayasamatāvijaya として引用される : de yaṅ
gñis su med par mñam pa’i rnam par rgyal ba las gsuṅs pa | bha ga bcom ldan
saṅs rgyas te || des na ’dod chags sum mi dbyuṅ || de ñid gźan ni dam tshig
gsum || de ñid ’dir ni ’dus pa yin || źes so || 。また、Bhavabhadra 作 Hevajra-
vyākhyāvivaraṇa (D. 1182) 175r6 にも以下の形で引用されるが、出典は明示
されていない: de ñid gsuṅs pa | gaṅ gi phyir na bha ga ni | bcom ldan ’das daṅ
saṅs rgyas te | des na ’dod chags ñes pa med || ces pa ste |。
9 (A)(B)(C)の三偈を含む引用偈群は、Śāntarakṣita に帰せられる Tattvasiddhi
(D. 3708) 27v2–6 にも見出され、そこでも出典は「Guhyendutilaka など」とされ
ている: de ñid kyi phyir | zla gsaṅ thig le la sogs pa | rnal ’byor rgyud ni ma lus
las | śes rab thabs ldan sems kyis ni || mi bya ba ni ci yaṅ med || rtag tu dogs pa
med gyur pas || ’dod pa lṅa ni spyad par bya || (= A) źes bya ba daṅ | sman gyi
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Caturyoginīsampuṭatantra
(123v3) ata evoktaṃ Caturyoginīsaṃpuṭatantre
(123v5) yad yad indriyamārgatvam yāyāt tat tat svabhāvataḥ |
sarvakāmopabhogena sarvaṃ buddhama«ya»m vahed iti |
= D. 376, 45r5
Ḍākinīvajrapañjara
(26v1) śūnyatā vajram ucyata
(26v3) iti Ḍākinīvajrapañjarokteḥa |
a °okteḥ em. ] °oktaḥ Ms
出典未確定 
* * *
(63v3) yathoktaṃ Ḍākinīvajrapañjare | [le’u gsum par |]
śūnyatākaruṇābhinnaṃ yatra cittaṃ prabhāvyate |
saiva buddhasya dharmasya saṃghasyāpi hi deśaneti |
= D. 419, 54v7–55r110
Mañjuśrītantra
(136v5)  tathā  coktaṃ  Mañjuśrītantre punar  aparaṃ  devasaṃghāḥ
sarvamantravidaḥ  (137r1)  sarvadharmāṇāṃ  pratītyasamutp{ā}annatāṃ
prajānanti |  teṣāṃ evaṃ bhavati ime dharmā evaṃ śūnyā māyopamāś
calā  yāvat  |  eṣām utpādo «’»pi  prajñāyate  (137r3)  sthitir  api  bhaṅgo
phye ma’i sbyor ba yis || sbrul ni ’chiṅ bar ’gyur ba bźin || ’dod ldan rtag tu
chags byed la || glu daṅ rol mo la dga’ źiṅ || ’dod pa’i bde bas ṅoms med pa ||
’grub ’gyur ’di la the tshom med || gaṅ źig byaṅ chub sems brtan źiṅ || blo gros
chags pa med gyur pas || the tshogm dag ni mi bya ste || de yis ’dir ṅes ’grub par
’gyur || (= B) źes bya ba daṅ | legs brtag śin tu dpyad nas ni || mkhas pa rnams ni
’jug bya yi || gźan du mer ni ’jug pa yis || bcu drug ’char yaṅ mi phod do || de
ñid de bźin gyis śes na || gaṅ źig lha mo la bsten (em. ] brtan D) pa || de ’grub
’gyur gyi gźan du ni || dmyal ba chen por ltuṅ bar ’gyur ||  (= C) źes gsuṅs pa
yin no ||。 
10 写本割り注は、本偈の所在を第 3 章(le’u gsum par)とするが、第 13 章の誤り。
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«’»pi  |  avidyāpratyayā  ime  saṃskārā  utpadyante  yāvat  |  evam  asya
duḥkhaskandhasya  samudayo  bhavati  |  tasmāt  tarhi  paṇḍitajātīyenā-
vidyāprahāṇāya  «ya»ti(137r5)tavyaṃ  |  avidyānirodhān  niruddhā
bhavanty  amī  ajñānasaṃniśritāa dharmā  ajñānaprahāṇān  na  samudā-
caranti kleśā na pravartante gatayo (137v1) niruddhā bhavanti saṃsāra-
hetavaḥ | āsannībhūto bhavati nirvāṇasya | saṃsāra‹sva›bhāvagatyupa-
patticyutisandarśanatayā’nābhogenaiva  sarvamantrāṇāṃ  siddhim  anu-
(137v3)praviśantīti |
a °saṃniśritā em. ] °saṃniśṛtā Ms
出典未確定
* * *
(158v5)  Āryamañjuśrītantre ca  |  daśabhir  devasaṃghā  dharmāloka-
mukhyaiḥ  samanvāgatāḥ  sarvamantrajāpinaḥ  sarvamantracaryām  anu-
pratiṣṭhā bhavanti | kṣipra(159r1)ñ cānuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhi-
sambudhyante  |  sarvamantrasiddhayaś  cāmukhībhavanti  |  yad  uta
dharmapūjayā  dharmakāyā  hi  tathāgatā  (159r3)  dharme  pūjite  sarva-
tathāgatāḥ  sarvapratyekabuddhāryaśrāvakāḥ  sarvabodhisatvāḥ  sarva-
mantrāś  ca  pūjitāḥ  {bhavanti}  suprasthitā  bhavanti  nāmiṣapūjayā
(159r5)  pratipattipūjayā  satvānā«ṃ»  hitasukhakāritayā  satvārtha-
pravṛttitayā  |  samādā«nā»nutsargatayā  |  mantracaryā(159v1)karmā-
nutsargatayā  |  yathāvāditathākāritayā  tīkṣṇaprajñatayāa aparikhinna-
mānasatayā | bodhicittānutsargatayā ca | mārṣās tathāgatā yāvat nāmiṣa-
pūjayeti |
a °prajñatayā em. ] °prajñātayā Ms
出典未確定
Mañjuśrīnāmasaṅgīti
(157v3) Nāmasaṃgītyāṃa coktaṃ | (157r5) sarvavāksuprabhāsvara iti |
a nāmasaṃgītyāṃ em. ] nāmasaṃgīti Ms
= Mañjuśrīnāmasaṅgīti 29d (Davidson 1981: 52)
Rigyarallitantra
(154r5) uktaṃ hi Rigyarallitantre | rigī devī arallir vajradhara iti |
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Cf. D. 427, 176r5, 176v5, 178r5, 178v2, 179v6-180r111
Vajraḍākatantra
(140r3) tathā coktaṃ Vajraḍākatantre | (140r5) evaṃ caivaṃbhūtair api
māyopamair  bhāvair  viśiṣṭaṃ  saṃbhogasaṃjātasukhapariṇāmanayā
yady  ete  viśiṣṭabhāvanābhyāsabalā(140v1)d  viśiṣṭasaumanasyādikaṃ
kāryam utpādyānuttaraphalāptau hetubhāvaṃ pratipadyante tadā bhaga-
van devi na kaścid doṣa iti |
= Vajraḍākatantra 1.67 (Sugiki 2002: 93)12
Vajraśekharatantra
(10r5) tad uktaṃ Vajraśekhare |
(10v1) bhañjanaṃ bhagam ity uktaṃ kleśamārādibhañjanāt |
prajñāvadhyāś ca te kleśā tasmāt prajñā bhagocyata iti |
= D. 480, 191v7 (3.12713)
Vajrārallitantra
(154r5) Vajrārallitantre ca | (154v1) vajrārallir vajrasatva iti |
出典未確定14
11 同タントラには、Aralli を Vajradhara に直接等置する文言は見られない。しか
し、Siddhārtha太子（釈尊）の父 Śuddhodana王と母 Māhāmāyā妃はそれぞ
れ、 Aralli と Rigi の化現であるとしたうえで、Siddhārtha は Vajrasattva であり
父は Vajradhara であるとして、間接的に Aralli イコール Vajradhara と説く。
12 このパッセージは、Tattvasiddhi (D. 3708) 30v3–5 にパラレルが見出される :
gaṅ gi tshe de lta bu’i sgyu ma lta bu’i dngos po khyad par can gyi loṅs spyod
las yaṅ dag par byuṅ ba’i bde ba yoṅs su gyur pa las ’bras bu khyad par can cuṅ
źig tsam thob pa de’i tshe ci’i phyir mi ’dod || ’di dag ni ṅo bo ñid kyis brten pa
ma yin gyi ’on kyaṅ snaṅ ba tsam gyi mtshan ñid yin no || gal te ’di dag khyad
par can gyi sgom pa goms pa’i stobs kyis bde ba daṅ | yid bde ba la sogs pa’i
khyad par can gyi ’bras bu bskyed pa na bla na med pa thob pa’i rgyu’i ṅo bor
de’i tshe ’gyur ba na gal ba yaṅ med do || (下線部は、Āmnāyamañjarī に引用
なし)。
13 章・偈の番号は、北村 2012 による。
14 Vajrārallitantra (D. 426)中、Vajrasattva (rDo rje sems dpa’)の語は 1 度だけ
出現する(174r1)が、Aralli/Vajrāralli との関連を示す文脈においてではな
い。むしろ同タントラでは、Aralli を Heruka の別名としている(174v6–
17
	
abcdefe 
Vairocanābhisambodhi
(158r3) tathā Vairocanābhisambodhāva uktaṃ | kathaṃ guhyakādhipate
tathāgatā mantranayaṃ mantravidhiṃ (158r5) lipyakṣarair adhitiṣṭhanti |
tatra guhyakādhipate yā tathāgatair anekakalpasahasrasamudānītā vāk |
(A)
tatra guhyakādhipate bodhi(158v1)satvena akārasthitena sarvaṃ kāryam
anuṣṭhātavyam iti | (B)
a °bodhāv em. ] °bodhav Ms
(A) = D. 494, 170v3–4; (B) 出典未確定 
Śrīparamādya (Mantrakalpakhaṇḍa)
(140v3) yathoktaṃ Paramādyatantre |
sarvakāmopabhogais tu sevyamānair yathe(140v5)cchataḥ |
svādhidaivataayogena svaparāṃś caiva pūjayetb | (A)
apathyāny api deyāni sarvakāmasukhāni tu |
ātmanas tu pareṣāñ ca sarvāśā(141r1)paripūraya iti | (B)
a svādhidaivata° em. ]  svadhidaivata° Ms;  b pūjayet em. (mchod par gyis Tib.) ]
jāyate  Ms
(A) = D. 488, 207v2 (cf. Guhyasamājatantra 7.2); (B) = 239v5
* * *
(172r1) tathā coktaṃ | Mahāsukhavajraguhye kalparāje
(172r3) avikalpāt samādhes tu satvārthaparikalpanāt |
tena kalpaḥ samākhyātaḥ kalpanāpariśuddhaya iti |
= D. 488, 196v4–5
Samājottara
(18v3) tathā cāha Samājottare |
tantra«ṃ» prabandham ākhyātaṃ
tatprabandha(18v5)s tridhā bhavet |
7: dpal ldan he ru ka yi ni || ā ra li źes bya ba’i mtshan ||)。おそらく Abhayā-
karagupta は、中心的な尊格である Heruka を同じく重要な Vajrasattva と
同体とみなし、本タントラに言及したのであろう。
18
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ādhāraḥ prakṛtiś caiva asaṃhāryaprabhedataḥ | (A)
uddiṣṭapādānāṃ nirddeśam āha |
prakṛtiś cākṛtihetur asaṃhāryaṃ phalan tathā |
(19r1) ādhāras tu upāyas tu tribhis tantrārthasaṃgraha iti | (B)
(A) = Guhyasamājatantra 18.34 (Matsunaga 1978: 115); (B) = 18.35 
(ibid., 115)
* * *
(20r5) tathā hi Samājottaraṃ |
trividhaṃ kāyavākcittaṃ guhyam ity abhidhīyate |
samājaṃ mīlanaṃ (20v1) proktaṃ sarvabuddhābhidhānakam iti |
= Guhyasamājatantra 18.24 (Matsunaga 1978: 114–115)
* * *
(24r5) tathā ca Samājottaraṃ |
prajñopāyasamāpattir yoga ity abhidhīyate |
(24v1) yā niḥsvabhāvatā prajñā upāyo bhāvalakṣaṇa iti |
= Guhyasamājatantra 18.33 (Matsunaga 1978: 115)
* * *
(143v3) atra Samājottaraṃ |
pañca hetiś ca vetiś ca vajram ity abhidhīyate |
dhāraṇaṃ dhṛg iti proktaṃ vijñānaṃ vajradhṛṅ mana iti |
= Guhyasamājatantra 18.40 (Matsunaga 1978:116)
* * *
(144v1) tad uktaṃ Samājottare |
kula(144v3)m anvayam ākhyātama anvayī ādir ucyate |
avināśam anutpannaṃ yan nāthaṃ tat prakathyata iti |
19
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a ākhyātam em. ] ākhyātaṃm Ms
= Guhyasamājatantra 18.45 (Matsunaga 1978: 116)
* * *
(145r1) atrottaraṃ Samājottaraṃ |
vijñānaṃ dveṣam ākhyātaṃ hetivetidvayora viṣāṃ |
(145r3) rūpaṃ moham iti khyātaṃ jaḍabandhasvabhāvataḥ ||
vedanā madamānākhyā ahaṃkārasvabhāvataḥ |
saṃjñā saṃrāgam ātmānaṃ vastvavasaktib (145r5)lakṣaṇaṃ |
saṃskāras tu sadā īrṣyā pratītyapreritātmanā |
svabhāvaṃ bodhicittan tu sarvatra bhavasaṃbhavam iti |
a °dvayor em. ] °dvayair Ms; b °avasakti° em. ] °avaśakti° Ms
= Guhyasamājatantra 18.46–48 (Matsunaga 1978: 116)
* * *
(146v1) ata evoktaṃ tatraiva |
kāmaṃ cittam iti proktaṃ (146v3) rāgadveṣatamo«’»nvitaṃ |
samayaṃ viśvasaṃkāśam abhimukhaṃ karmajaṃ phalam iti |
= Guhyasamājatantra 18.49 (Matsunaga 1978: 116)
* * *
(153r3) uktañ ca 
sarvatra bhavasambhavam iti |
= Guhyasamājatantra 18.48d (Matsunaga 1978: 116)
Sarvatathāgatatattvasaṅgraha
(98r1)  tathā  (98r3)  cokta«ṃ»  Vairocanābhisambodhau |  paśya  tvaṃ
kulaputra svacittaṃ candrākāreṇetyādi |
20
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Cf. Sarvatathāgatatattvasaṅgraha §§20–21 (堀内 1983: 24–25)15
* * *
(172r5) Tatvasaṃgrahe ca |
buddhānām avikalpan tu jñānaṃ bhavati śāśvataṃ |
avikalpāt tato jñānāt kalpanāt kalpa ucyata iti |
= Sarvatathāgatatattvasaṅgraha §2908 (堀内 1974: 369)
Sarvadevasamāgamatantra
(141r3) uktañ ca Sarvadevasamāgamatantre |
(141r5) yair eva mūḍhā badhyante {badhyante}
budhāḥ krīḍanti tair iha |
satvasaṃpūrṇṇayogena anyathā yāti dīpavat |
satvena nirviśaṅkena sarvāvastho «’»pi sarvadā |
(141v1) sarvācārapravṛtto «’»pi na bandham upayāsyati |
śūnyarūpam idaṃ sarvaṃ śūnyākāreṇa cakṣuṣā |
paśyatāṃ nirvikalpānāṃ satā«ṃ» niḥśaṅkatāa (141v3) bhaved iti |
a niḥśaṅkatā em. ] niḥsaṅkatā Ms
Hevajratantra
(21v1) tathā Hevajraḥ |
hekāreṇa mahākaruṇā vajraṃ prajñā ca bhaṇyate |
= Hevajratantra 1.1.7ab (Snellgrove 1959: 2) 
* * *
(32r1) tathā coktaṃ Dvikalpe | [phyi ma’i gsum par |]
(32r3) indriyaṃ viṣayas caiva indriyajñānam eva ca |
dhātavo aṣṭādaśa khyātā yoginīnān tu bodhaye |
svabhāvañ cādyanutpannaṃ na satyaṃ na mṛṣā tathā |
(32r5) udakacandropamaṃ sarvaṃ yoginyo jānatecchayeti |
15 Abhayākaragupta は Vairocanābhisambodhi をこの引用の出典として記すが、実
際には Sarvatathāgatatattvasaṅgraha のいわゆる五相成身観の一部を要約した
ものであろう。
21
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= Hevajratantra 2.3.35–36 (Snellgrove 1959: 56)
* * *
(38[’og ma]v5) etadartham eva
krama utpattikaś caiva krama utpanna eva ca 
kramadvayam samāśrityaa vajriṇāṃ dharmadeśanā |
a samāśritya em. ] anāśritya Ms
=  Hevajratantra 1.8.24cd–25ab (Snellgrove 1959: 28); cf. Guhyasamā-
jatantra 18.84 (Matsunaga 1978: 119)
* * *
(39v3) tad uktaṃ Hevajratantre | [phyi ma’i bźi par]
maṇḍalaṃ cakrādyupāye(39v5)naa svādhiṣṭhānakrameṇa ca |
bo«dhi»cittam utpādayed vivṛtisaṃvṛtirūpakaṃ |
sāṃvṛtaṃ kundasaṃkāśaṃ vivṛtaṃ sukharūpiṇam iti | (A)
punaś ca [daṅ po’i brgyad par |]
dharmodayodbhavaṃ jñānaṃ (40r1) khasamaṃ sopāyānvitaṃ |
trailokyas tatra jāto hi prajñopāyasvabhāvataḥ |
śukrākāro bhaved bhagavāṃs tat sukhaṃ kāminī smṛtam iti | (B)
punaḥ [daṅ po’i brgyad par |]
(40r3) svādhiṣṭhānakramo hy eṣa sarvajñajñānatanmayam iti | (C)
punaś ca [phyi ma’i gsum par |]
maṇḍalacakrādyupāyena sātatyaṃ yāti niścitam iti | (D)
a °upāyena em. ] °utpāyesa Ms
(A) = Hevajratantra 2.4.29cd–30ab (Snellgrove 1959: 66); (B) = 
1.8.49–50ab (ibid., 30); (C) = 1.8.51cd (ibid., 30); (D) = 2.3.25cd (ibid., 
56)
* * *
(41r3) tad uktaṃ Dvikalpe «’»pi | [daṅ po’i brgyad par |]
(41r5) bodhicitta«ṃ tu» devateti |
22
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= Hevajratantra 1.8.27b (Snellgrove 1959: 28)
* * *
(47v1) yathoktaṃ Dvikalpe |
etad eva mahājñānaṃ sarvadehe vyavasthitaṃ |
advayaṃ dvaya(47v3)rūpañ ca bhāvābhāvātmakaṃ |
sthiracala«ṃ» vyāpya santiṣṭhen māyārūpī ca bhāti ceti |
= Hevajratantra 2.3.24–25ab (Snellgrove 1959: 54)
* * *
(48r5) svayaṃ kartā svayaṃ hartā svayaṃ rājā svayaṃ prabhur
iti pravacanāt |
= Hevajratantra 1.8.47cd (Snellgrove 1959: 30)
* * *
(101r1)  tathā  ca  Dvikalpe |  dvātriṃśad  bodhicittā(101r3)vahā  mahā-
sukhasthāne sravantya ity uktaṃ |
= Hevajratantra 1.1 (Snellgrove 1959: 4)
* * *
(122r3) tad uktaṃ |
satsukhatvena tatvam iti |
= Hevajratantra 1.5.14a (Snellgrove 1959: 16)
* * *
(154r1) uktañ ca [brtag pa phyi ma’i gsum par |]
ekārākṛti yad divyaṃ madhye vaṃkāra(154r3)bhūṣitaṃ |
ālayaḥ sarvasaukhyānāṃ buddharatnakaraṇḍakam iti |
23
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= Hevajratantra 2.3.4 (Snellgrove 1959: 52)
* * *
(156r5) tathā cokta«ṃ» Dvikalpe | [(brtag pa gñis) pa’i daṅ po’i brgyad]
samāni tulyaceṣṭāni samarasais tatvabhāvanaiḥ |
samaṃ tulyam iti proktaṃ (156v1) tasya cakro rasaḥ smṛta iti |
= Hevajratantra 1.8.39cd–40ab (Snellgrove 1959: 30)
* * *
(166v3) uktañ ca Dvikalpe |
samarasan tv ekabhāvan tu anenā«r»thena kathyata iti |
= Hevajratantra 1.8.40cd (Snellgrove 1959: 30)
2.3.大乗論書
Abhisamayālaṅkāra
(50r5) prajñayā na bhave sthānaṃ kṛpayā na śame sthitir iti
= Abhisamayālaṅkāra 1.10 (Stcherbatsky & Obermiller 1929: 3)
Catuḥśataka (Āryadeva)
(141r1) Āryeṇa coktaṃ | [bźi brgya pa’i brgyad par |]
apathyama api yad dṛṣṭaṃ tat pathyaṃ paṇḍitaiḥ kvacit | (A)
nanu vyādhivaśāt sarvam auṣadhaṃ nāma jāyata iti | (B)
a apathyam em. ] āpathyaṃ Ms
(A) = Ratnāvalī 4.77ab (Hahn 1982: 122); (B) = Catuḥśataka  8.20cd 
(Lang 1986: 84)16
16   写本割り注は Catuḥśataka 第8 章をこの偈の出典とするが、対応が確認できる
のは cd 句のみである。*Jñānakīrti (Ye śes grags pa) 作 Tattvāvatāra (D. 3709)
     58r6 には、同じ偈が Nāgārjuna のものとして引用されている: de ñid kyis na
     ’phags pa klu sgrub kyi źal sṅa nas kyis kyaṅ || gaṅ źig gnod par mthoṅ de yaṅ ||
24
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Cittavajrastava (Nāgārjuna?)
(41r5) Nāgārjunapādair api [sems kyi rdo rje’i bstod par |]
cittavajravinirmukto nānyo devo «’»bhidhīyata iti |
= Cittavajrastava 2cd (La Vallée Poussin 1913: 15)
Prajñāpāramitāpiṇḍārtha (Dignāga)
(7r5) tad uktaṃ | [brgyad stoṅ don bsdus su |]
śraddhāvatāṃ pravṛttyaṅgaṃ śāstā parṣac caa sākṣinīb  |
(7v1) deśakālau ca nirddiṣṭau svaprāmāṇyaprasiddhaya iti |
a ca em. ] cha Ms ; b sākṣiṇī em. ] śākṣiṇī Ms
= Prajñāpāramitāpiṇḍārtha 3 (Frauwallner 1959: 140)
Pramāṇavārttika (Dharmakīrti)
(22r5) tathā hi |
dayāvān duḥkhahānā(22v1)«rtha»m upāyeṣv abhiyujyate |
parokṣopeyataddhetos tadākhyānam hi duṣkaraṃ |
yuktyāgamābhyāṃ vimṛśana duḥkhahetu«ṃ» parīkṣata
iti nyāyāt |
a vimṛśan em. ] vimūśana Ms
= Pramāṇavārttika 2.132–133ab (Miyasaka 1972: 20)
* * *
(23r5) [rnam ’grel du]
śāstraṃ yatsiddhayāa yuktyā svavācā ca na bādhyate |
dṛṣṭe ’dṛṣṭe ca (23v1) tadb grāhyam
iti nyāyād āgamena cārvācīnair niścitaṃc |
a °siddhayā em. ] °siddhaya Ms; b tad em. ] tatad Ms; c niścitam em. ] niścittaṃ Ms
mkhas pas la lar phan par mthoṅ || nad kyi dbaṅ gis thams cad kyaṅ || sman ñid du ni
’gyur ba yin || źes bśad pa yin no ||。なお、引用前半部の同定は、倉西憲一氏の
ご指摘による。
25
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= Pramāṇavārttika 4.108abc (Miyasaka 1972:178)
Bodhicittavivaraṇa
(50v5) tathā coktam Āryanāgārjunapādaiḥ |
citrād api paraṃ citram adbhutād api cādbhutaṃ |
jñātvā śūnyān imān dharmān yat karmaphalasevanama |
(51r1) satvatrāṇāśayā hy ete utpannā bhavakarddame |
aliptās tadbhavair doṣaiḥ padmapatram ivāmbunāb ||
dagdhakleśendhanā hy ete śūnyatājñānavahninā |
(51r3) tathāpi karuṇārdrā vai bhadrādyā ye jinaurasāḥ |
cyutijanmābhisambodhiyātrāduṣkaradarśanaṃ |
mārasainyaprabhaṅga(51r5)ñ ca dharmacakrapravartanaṃ ||
de«vā»vatāranirvāṇaṃ gṛhān niṣkramaṇan tathā |
darśayanti jagannāthāḥ karuṇāvaśavartinaḥ |
(51v1) brahmendropendrarudrādipratibimbapravartanaiḥ |
jagadvinayayogena nṛtyanti karuṇāśayā iti |
a °sevanam em. ] °sevanā Ms ] bivāmbunā em. ] ivambunā Ms
= Bodhicittavivaraṇa 88–93 (Lindtner 1982: 210)17
Mahāyānasaṅgraha (Asaṅga)
(141v3) ata evoktaṃ | [theg bsdus kyi ye śes kyi thad du |]
kleśā bodhyaṅgatāṃ yātāḥa saṃsāraś ca śamātmatāmb |
mahopāyavatāṃ tasmād acintyā hi jinātmajā iti |
a yātāḥ em. ] yātaḥ Ms; b śamātmatām em. ] samātmatāṃ Ms
= Mahāyānasaṅgraha X.28.12 (Lamotte 1973: 92)18
Mahāyānasūtrālaṅkāra
(19r5) tad uktam Āryamaitre(19v1)yeṇa |
sarveṣām aviśiṣṭāpi tathatā śuddhim āgatā |
17 Bodhicittavivaraṇa vv. 88–90, 93 の引用は、Munimatālaṅkāra にも確認される
(蔵訳 (D. 3903) 161r2–4; 梵文写本 78r2–3)。これについては、加納和雄氏に
ご教示いただいた。
18 この偈の a句は、Ratnarakṣita の Saṃvarodaya 註 Padminī にも引用される(種
村・加納・倉西 2016: 18)。なお、d句の jinātmajā[ḥ]を Mahāyānasaṅgraha は de
bźin gśegs (tathāgatāḥ)とする。
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tathāga«ta»tvan tasmāc ca tadgarbhāḥ sarvadehina iti |
= Mahāyānasūtrāṅkāra 9.37 (Lévi 1907: 40)
Mūlamadhyamakakārikā (Nāgārjuna)
(35v3) uktaṃ cĀryanāgārjunapādaiḥ |
astīti śāsvatagrāhoa nāstīty ucchedadarśanaṃ |
tasmād astitvanāsti(35v5)tve nāśrayīta vicakṣaṇa iti |
a °grāho em. ] °graho Ms
=  Mūlamadhyamakakārikā  15.10 (La Vallée Poussin 1903–1913: 272–
273)
* * *
(78r5) yad uktaṃ Mūlamadhyamake |
astīti śāśvatī dṛṣṭir nnāstīty ucchedadarśanaṃ | (A)
asti yad dhi svabhāvena (78v1) na tan nāstīti śāśvataṃ |
nāstīdānīma abhūtb pūrvam ity ucchedaḥc prasajyatad iti | (B)
a nāstīdānīm em. ] nāstīdānīṃm Ms; b abhūt em. ] abhūta Ms; c ucchedaḥ em. ] 
ācchedaḥ Ms; d prasajyata em. ] pravartata Ms
(A) = Mūlamadhyamakakārikā 15.10ab; (B) = 15.11 (La Vallée Poussin 
1903–1913: 273)
Ratnāvalī (Nāgārjuna)
(136v1) tad uktam Āryanāgārjunapādaiḥ | [rin chen phreṅ bar]
trivartmaitada anādya«nta»madhyaṃ (136v3) saṃsāramaṇḍalaṃ |
alāta«maṇḍala»prakhyaṃ bhramaty anyonyahetukam iti ||
a trivartmaitad em. ] trivartmetad Ms
= Ratnāvalī 1.36 (Hahn 1982: 16)
Vyākhyāyukti (Vasubandhu)
(3v1) tad evaṃ [rnam bśad rigs par |]
prayojanaṃ sapiṇḍārthaṃ sapadārthānusandhikaṃ |
sacodyaparihārañ ca vācyaṃ sūtrārtha(3v3)vācibhir
iti nyāyād uktaṃ prayojanaṃ |
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= Vyākhyāyukti 2.1 (Lee 2001: 6)
2.4.密教論書
Pañcakrama
(157v5) Pañcakrame
hrasvaṃ samastavākyaṃ syān na cānekaṃ na caikakam iti |
= Pañcakrama 1.38cd (Mimaki & Tomabechi 1994: 7)
Pradīpoddyotana
(128r5)  tathā  ca  Ṣaṭko{xx}ṭiṭīkā |  vajrakāyatvenāmeyadevīsamāpat-
tyā’saṃsāraṃ  paramā(128v1)nandaikakṣaṇena  devamanuṣyādyatikrā-
ntāṣṭaguṇaiśvaryasukhasyānubhavāna mokṣa iti nītārtha iti |
a °ānubhavān em. (ñams su myoṅ ba’i phyir Tib.) ] °anubhavaṃman Ms
= Pradīpoddyotana ad Guhyasamājatantra 8.3 (Chakravarti 1984: 74)
Sūtaka (*Caryāmelāpakapradīpa)
(154v1) Sūtake tu aralliḥ krīḍetia |
a krīḍeti em. ] kriḍeti Ms
Cf. Sūtaka ch. 9 (Wedemeyer 2007: 473)19
Svādhiṣṭhānaprabheda
(35v5) madhyagrāho «’»py Āryadevapādaiḥ |
astināstitvanirmuktā madhyamā yā tu kalpanā |
madhyamābhiniveśo «’»yaṃ (36r1) nedaṃ māyāsvalakṣaṇam
iti niṣiddhaḥ |
= Svādhiṣṭhānaprabheda 4 (Pandey 1997: 171)
19 ここでの Sūtakaへの言及は、次のパッセージに対するものと見られる : tatra
bhagavān  śrīmahāsukho  dharmodayamahārallikrīḍāsvabhāvapradarśanārtham  ana-
nyamanaḥstho ’nyonyapraharṣaṇārthaṃ ca buddhanāṭyaṃ karoty anena krameṇa
...
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2.5.その他
Mahābhārata
(124v5) kālaḥ sṛjati bhūtāni kālaḥ saṃharati prajā
iti kālavādinaḥ |
Cf. Mahābhārata 1.1.188ab (Sukthankar 1933: 29)20
以下、出典未確定
(14r1) yathoktaṃ |
cintāmaṇir ivākampyaḥ (14r3) sarvasaṃkalpavāyubhiḥ |
tathā sthito «’»pi satvānām aśeṣāśāparipūraka iti | (A)
cakrabhramaṇayogena nirvyāpāre «’»pi tāyini |
saṃskārā(14r5)vedhasāmarthyāda deśanā saṃpravartata iti ca | (B)
a °sāmarthyād em. ] °samarthyād Ms
(A, B) cf.  Tattvaratnāvalī 42–43 (宇井  1963: 8); (B)  Tattvasaṅgraha
3367 (Shastri 1982: 1069) 
* * *
(52r5) yad uktaṃ
haṭhena yoginī yodyogī!  (52v1) sthūlātpayo! bhaved iti |21
* * *
(110v3) [mṅon rjod kyi bstan bcos su] jālaṃ vṛnda«ṃ» gavākṣayoḥ |
* * *
(141r3) ata evokta«ṃ» bhagavatā | māyopamadharmādhimuktasya 
sarvopabhogo yujyata iti |
20 Mahabhārata 1.1.188 は、sṛjati に対して pacati の読みを持つ。ここで引用される
形は、Mahabhārata 3.13.70 に続く挿入偈に見られる(Sukthankar 1942: 46)。
21 この箇所は文脈的には麁罪(sthūlāpatti)を扱うものであるが、テクストの混乱が
著しく訂正は困難である。参考までに本写本で類似の内容を説く箇所(213r5–
v3)のテクストを挙げておく: tathā balena yoginīsvīkāro ... cety aṣṭau sthūlāpattayaś
ca。
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* * *
(144r1) tathā coktaṃ |
śuddhā dhīḥ (144r3) śaśisaṃkāśā vajram ity abhidhīyata iti ||
(144r3) abhedyapratibhedañ ca sarvaduṣṭasumbhanāt |
sarvabuddham ahaṃ vajra«ṃ» bodhicittam ahaṃ dṛḍham iti ca |
3. おわりに―今後の展望と課題
　上掲梵文テクストの「要義」部分に列挙される多彩な主題や、引用文
献の多様さからも看取できるとおり、インド密教研究に対して Āmnāya-
mañjarī の梵文資料がもたらすインパクトは非常に大きいといえる。そし
て、この貴重な資料のポテンシャルを最大限活かすためには、何よりも
まず精密な校訂テクストの整定が必要であることは言を俟たないであろ
う。しかしながら、今回登場した新資料に含まれる第 1〜17 章に関する
だけでも、そのタスク量は一人の研究者が背負うには過大である。した
がって、ここで求められるのは、一定の見識と研究スキルを備えた専門
家からなるチームによる開かれた共同研究体制の構築ということにな
る。
　幸いなことに、筆者も参画する科研プロジェクト「密教思想と他の仏教
思想との関係性〜ヴィクラマシーラ寺院の学僧の著作群を中心に〜」
（代表：久間泰賢三重大学准教授）では、この新出資料が知られる以
前より、 Āmnāyamañjarī 蔵訳を共同研究の素材として扱い、 TEI
Guidelines に準拠して XML マークアップされた電子データの作成を
継続してきた実績がある22。加えて、このプロジェクトには、Abhayākara-
gupta および関係する密教論師著作の研究で重要な成果をあげてきた
メンバーが複数含まれている。さらにまた、やはり従来よりこのテクスト
に関心を持ってきた Harunaga Isaacson 教授(ハンブルク大学)ら海外の
第一線研究者との連携も永年にわたって継続している。今般 Āmnāya-
22 このマークアップ作業については、2017 年 5月、ウィーンで開催された国際
ワークショップ“The Future of Digital Texts in South Asian Studies: A SARIT
Workshop”において発表を行った。概略については以下の URL 参照:
http://www.ikga.oeaw.ac.at/Events/SARIT_Workshop_2017#tomabechi-toru
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mañjarī 梵文資料の本格的な研究を始動するにあたっても、これまで
築きあげてきた科研プロジェクトの体制をコアとする国際的な研究組織
を立ち上げるべく準備が進行中であり、インターネット上のクラウドサー
ヴィスを利用した研究情報共有の仕組みも構築しつつある。
　具体的な研究作業においては、Āmnāyamañjarī という文献の特質お
よびAbhayākaragupta の著作スタイルをふまえ、広範かつ詳細にテクス
ト成立のバックグラウンドを解明してゆく必要がある。Abhayākaragupta
の諸著作には、他文献からの明示的な引用に加え、先行文献からの
借用が多くみられることがわかっているが23、これらの精査によって彼の
学識が拠って立つ基盤を明らかにすることで、梵文校訂の質を高める
ことが可能と考えられる。本稿は、そのためのごくささやかな一歩
に過ぎないが、今後は共同研究を通してさらに情報を集積し、信
頼性の高い校訂本の作成を目指したいと考えている。
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